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高大連携の事例

１ あいち・知と技の探究教育特区（※）

２ 「学校の特色と地の利を生かした高･高･
大連携｣

３ 短期大学と連携した課題研究

－短期大学の講座との連携授業について－

（※）規制の特例措置の適用は平成１６年度限り



あいち・知と技の探究教育特区



あいち・知と技の探究教育特区



あいち・知と技の探究教育特区



愛知公立高等学校長会
教育制度部会の調査

１ 高等学校･大学の連携に関するアンケー
ト結果について

２ 飛び入学に関するアンケート結果につい
て



高等学校･大学の連携に関する
アンケート結果について

１ 調査方法

２ アンケート調査の対象及び回答状況

３ 調査･研究の結果及び考察

４ まとめ



１ 調査方法

愛知県下各地区から抽出した公立高等学
校及び県内の大学にアンケートを依頼



２ アンケート調査の対象及び
回答状況

（１）県内の公立高等学校50校
(県立48校、名古屋市立2校)
(普通科29校、専門学科12校、総合学科2校、普通科･専門学科併置７校)

････････回答数50校

（２）県内の大学への調査依頼16大学

････････回答数13大学



３ 調査･研究の結果及び考察

（１）高校と大学が直接連携した教育活動の実施状
況について

（２）高校と大学が連携した取組の具体的内容

（３）高校と大学が連携した取組を進めていく上での
課題について

（４）「あいち・知と技の探究教育特区」事業への要望

（５）高校と大学が連携した取組として良かったもの
とその理由について

（６）今後の高校と大学との連携した取組について

（７）高校と大学の連携において今後必要なこと



（１）高校と大学が直接連携した
教育活動の実施状況について
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（２）高校と大学が連携した取組
の具体的内容
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（３）高校と大学が連携した取組
を進めていく上での課題
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（４）「あいち・知と技の探究教育
特区」事業への要望
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（５）高校と大学が連携した取組
としてよかったもの

①大学教員による学部･学科の学習(研究)
内容の説明

②大学教員による専門分野に関する講義や
実験･実習の体験

③生徒･保護者のオープンキャンパスや公開
講座、大学見学会への参加



（６）今後の高校と大学との連携
した取組
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（７）高校と大学の連携において
今後必要なこと
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（１）国や県の進める事業を手がかりとしながら各
高校や大学が手探り状態の中で連携の相手を
教員の個人的なつながりなどをもとに見つけたり、
大学の学生募集の手段としてPRの色彩がより強
く出たりといった状況も見られた。

（２）県内の大学の協力のもとに多くの高校におい
て実施され、それぞれの狙いに応じた成果を着
実に上げつつある。

４ まとめ



（３）高校も大学も今後の連携の取組に対し
て前向きな姿勢をもっている。

（４）高校と大学間の情報交換の場を設けて
相互の意思疎通を十分に図りながら、連
携の取組が推進できるような環境づくりが
早急に進められることが重要。

４ まとめ



飛び入学に関するアンケート
結果について

１ 高等学校から大学への飛び入学制度に
ついてどのように考えているか

２ 現行の飛び入学制度における課題につ
いて



１ 高等学校から大学への飛び
入学制度について
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２ 現行の飛び入学制度におけ
る課題について
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